
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★移動図書館青い鳥号  

４日（火）・１８日（火）  

１５時１０分～１５時５０分 

★ゆめ喫茶（注）曜日変更しています 

 ４日（火） １０時～ 

 

〒792-0821 新居浜市瀬戸町 7-30 

ＴＥＬ ：0897-41-5859（Fax 兼用） 

E-mail ：seto@city.niihama.lg.jp 

 

2025(令和７)年 

★人権･同和教育関係行事 

★四国ブロック隣保館職員研修会 

２７日（木） １０時２０分～１６時００分（高松市） 

 

 

 

 

 

１月の「人権のつどい日」は、新居浜市人権啓発指導員の西原 

泰介さんに、「児童虐待からこどもを守ろう」と題して講演して 

いただきました。 

 年々増加傾向にある児童虐待からこどもを守るために、こどもに関わる学校 

や地域社会全体で、こどもが発するサインを見逃さないように一緒に考えて 

みる良い機会になりました。 

 参加者からは、次のような感想が寄せられていました。 

・ 初めて参加させていただきました。児童に関わることが多いですし、個人的にも子育てをし 

ている最中だったので、内容にも関心がありました。児童虐待から子どもたちを助けるために、

私たちができることを考えたときに、制度や法律が整備されていく一方で、「おかしいな」「心配

だな」と気が付いたとき、行動したり、手を差し伸べたりする心の余裕を常にもっておきたいと

思いました。子どもたちが発する SOS に、いち早く気付き、行動できる大人でありたいと思いま

す。 

・ 人それぞれの権利を大切にする、それを正しく皆が理解していかないと、自分勝手な権利の

主張につながり、自分勝手な子育てにつながっていくと、最近そう思うことが多いです。社会

が、権利について正しく議論し、正しい権利の主張ができる、そんな社会に、大人に、自分も含

めて成長していけたらと切に願います。 

・ こども基本法の存在を知るよいきっかけになりました。特に、こどもという定義を年齢で区

切らず、それぞれの成長段階にあわせて定義することを知りました。日々、こどもと接する中

で、自分の思い通りにさせたり（コントロール）、威圧したりすることはダメ、法律に反してい

ると気付いていない大人や両親は社会にたくさんいるのでは？リアリティのある具体的なビデ

オ鑑賞を通して、日々の子育ては大丈夫か（他人事とは思えない）と振り返る学びの機会になり

ました。 

 

 

 

★回転木馬（瀬戸児童館） 

１２日（水） １０時～１０時３０分 

 

  

 

 

 

地域の老人クラブ（若葉会）は、現在約２０名の方が参加しています。 

４月は、寿公園でお花見、１２月はマイントピアで忘年会をしました。毎週火曜日１０時から健康維持の

ために PPK体操に参加し、日々地域の方と交流を楽しんでいます。 

 

 

今回は、８月から開催している小学生の料理教室と４月から新規事業として開催した「マクラメ教室」につ

いてご紹介します。 

◆小学生の料理教室は、季節に合わせたメニューを作り、毎回楽しみながら、いろいろな料理にチャレンジし

ています。 

 

 

★ゆめじゅく編集委員会        

３日 (月) １３時３０分～ 

★人権のつどい日 

１１日（火） １０時～ 

◆マクラメ教室は、１年間でメンバーが１５名に増え、自分のペースでブローチやバックなど好きな作品を製

作しています。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

在日韓国人２世の作家、作詞家で2023年に亡くなられた伊集院静さんの 

「風の中に立て～伊集院静のことば ～大人の流儀名言集」から、次のようなエ 

ッセイを見つけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年の兵庫県知事選挙において、当選を果たした候補者は、従来型の街頭演説や選挙カーによる活動

に加え、旧 Twitter や Instagram、TikTok を駆使した選挙手法を展開し、特に若年層の投票行動に大

きな影響を与えたそうです。この事例は、デジタル時代における選挙戦略の新たな可能性を示すと同時に、

SNS を介した政治コミュニケーションが抱える本質的な課題も明らかになりました。 

 この選挙戦では、政策に関する誤った情報や意図的な歪曲が急速に拡散する事態が発生していました。

これらの偽情報は、有権者の判断に影響を与えかねない深刻な問題と認識されることとなりました。 

 インターネットや SNS で瞬時に情報が広がる時代。受け取る方の知恵が試されています。人間には「物

事を理解したい」という知の欲求が根源的に備わっています。このような時代、インターネットや SNS から

の情報を遮断することは不可能です。だからこそ本質を見抜き、正邪を判断できる眼を養うことが重要で

す。そして、伊集院さんがこだわっていた他人の噂話や中傷記事 

は、決して目に入っても拡散しない。『流言は、智者に止まる』と 

は、「愚かな人々は、根も葉もないうわさ話を次から次へと広め 

ていくが、賢明な人は、そういうことに興味を示さないから、風評 

もそこでと留まる」と云うことを伊集院さんのエッセイから学びた 

いものです。 

 

 

※１月１９日現在の予定を記載しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は智者にはほど遠いが、流言を自ら止めることを守っている 

 私の同級生の一人に、あいつのオヤジは人を殺した、という噂が出て、私は驚いた。友だちの家が母子

家庭であるのは父親が刑務所に入っているからと、誰がどうとらえたのか（バカな大人の噂話を子どもが

聞いたのだろう）、教室で声をひそめて皆その話をしていた。 

 その日、家に帰り、母にその話をした。 

 母は裁縫をしていた手を止め、私の手を強く引っ張るようにして怖い顔で言った。 

 「そんなことあるわけないでしょう。あなたは△△君を知っているのだから、ちゃんと違う、と言ってあげた

の？」 

 私はうつむいた。母の言う、そういう考えを、その時は想いもしなかった。 

 「△△君とお母さんが可哀相でしょう」 

 彼の母親は、時折、手籠に入った和菓子を行商のように売っていた。母は、大変ね、と言いながら、それ

を買っていた。仲も良かったのだろう。 

 「もう二度と、人と一緒になって、そんなこと言わないと約束してちょうだい」 

 「わかった」 

 「よく覚えておくのよ。誰かを悲しませる嫌な話しや、噂話があったら、あなたの胸で皆止めるの。この先

ずっとそうして下さい」 

 以来私は、他人の噂話はいっさいしない。雑誌の中傷記事も読まない。 

 その類いのことに徹して来たら、普段どんなに人柄の良い人であっても、噂話をしている時の彼等の顔

がなんと醜いかわかった。 

 数十年過ぎて、本を読んでいたら、『流言は、智者に止まる』（荀子）の一行を見た。 

――なるほど昔からこういう考えがあったのか、と感心した。 

     『風の中に立て～伊集院静のことば～』講談社より 

 
①２月のゆめ喫茶は、部屋の都合上、申し訳ありませんが、4日（火）にさせていただきます。 
曜日を変更しているのでお間違えのないようお越しください。    
             
②瀬戸会館では、人権、健康、福祉、生活等の各種相談を行っています。お気軽にご相談ください。 
 

 

 


